
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

南部町家庭教育支援チーム 

 （呼称：スマイルサポートなんぶ） 

 

②活動拠点 南部町教育委員会事務局 

③活動範囲 南部町内全域 

④組織体制 

 

  １６ 人 

訪問支援員９人（元教育委員１人、社会教育委員１人、元教員３人、 

県家庭教育ファシリテーター１人、主任児童委員２名、子育てサポー 

ター１名） 

基幹チーム員７人（南部町教育委員会事務局職員７人） 

 

⑤活動開始年度 令和２年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等）南部町教育委員会事務局 人権・社会教育課  

          家庭教育推進員 中谷 博視 

（TEL）0859-64-3782   （E-mail）nakatani.h@town.nanbu.tottori.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☐保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・子育て支援 

南部町教育委員会事務局内に相談窓口を設けて、教育相談・家庭教

育相談等の子育てに係る相談に対応している。 

・アウトリーチ型家庭教育支援 

子育て中の保護者と直接向き合い、不安や悩み等の軽減化・解消を目

的とし当事者に寄り添う支援策として、戸別家庭訪問による家庭教育支援

を行っている。（訪問チーム員が担当する家庭を就学前から年３回訪問） 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

〇事後評価アンケートの主な結果（R5.10 月実施 n = 45） 

・訪問員と話がしやすかった。（肯定的評価９５％） 

・訪問員と話ができて気が楽になった。（肯定的評価８０％） 

・安心して入学式が迎えられた。（肯定的評価８０％） 

・相談の機会があってよかった。（肯定的評価８４％）  等 

〇訪問先保護者から気軽に相談を持ち掛けられる関係作りが出来た。 

〇家庭教育支援チームによる戸別家庭訪問が、南部町が行う子育て支援

策の一つであるとの町民の認知度が高まってきている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


